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第5回食品産業もったいない大賞

応募名称

6次産業を活かした食農体験施設を軸とした 
『できるかぎりやさしさ宣言』

会社名、事業場名

伊賀の里モクモク手づくりファーム
三重県伊賀市／http://www.moku-moku.com/

■ 具体的な取組内容 ■
【目　的】
年間約50万人が訪れる食農体験型の当ファームでは、農業生産、食品加工、販売（物販、飲食、体験を含む）を行い、

「できるかぎり環境にやさしい活動」を目指しています。

【具体的な内容】
6次産業の実践による地産地消を推進することで、多方面にわたり無駄のない事業展開を可能にしています。
1．�大気中の二酸化炭素濃度に影響を与えないカーボンニュートラルな特性を有する木材バイオマスである間伐材を使った
ペレットボイラーによるハウス加温を行っています。また、地元企業とのパートナーシップにより間伐材の切り出しや
木質ペレットの加工など、エネルギーの地産地消に取り組んでいます。

2．�規格外の農作物はジャムなどに加工するほか、季節商品に有効活用しています。また、豆腐製造時に出るおから（約40t/
年）やビール製造時に出る麦芽かす（約250t/年）は、直営牧場における飼料への利用や、家畜排せつ物と混ぜて堆肥化
し、地元の農家の田畑でも活用しています。

3．�中元、歳暮時期に利用の多い贈答品の包装資材は、「見た目」よりも「考え方」を大切な方に送ることも素敵なギフト
であると考え、シンプルなパッケージ（環境BOX）を選択できるようにしています。

4．�2001年から来場者へ水筒の持参を推進し、17年間でマイボトルを50万本以上販売しています。また、牛乳瓶は再利用し
ています。

5．�農産物の生産や加工製造、公園並びに温泉施設などに地下水を利用し、お手洗いには雨水を活用しています。

【効　果】
1．の取組により、年間約40tのCO2削減を実現しています。
2．の取組により、食品廃棄物が減少することによる食品ロス削減及びCO2削減に寄与しています。
3．�の取組により、包装資材1個につき緩衝材を90g削減できるため、2001年から17年間で約54tの緩衝材を節約していま
す。

■ 今後の展開 ■
本取組には、改善の余地が多くあるため、これからも商品開発や様々な企画を通じて、来場者に協力を得ながら、環境
にやさしいできるかぎりゴミ0ファームを目指して、ひとつひとつ取り組んでいきたいと考えています。

■ 評価 ■
地産地消による循環型農業を中心とした食農体験型エコロジーファームを確立するとともに、生産・加工・販売までを
一貫して行う無駄の少ない事業展開による6次産業として地域に密着し、会員も増加するなど、長年にわたって成長してい
る点が評価できる。現状に満足せず、ハウス栽培の加温に地元間伐材を利用した木質バイオマスエネルギーを導入してCO2
削減を図るなど、継続的に改善努力しており、さらなる発展が期待される。
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間伐材を使ったペレットボイラーによるハウス加温 シンプルなパッケージ
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